
手
し ゅ

話
わ

動
ど う

画
が

付
つ

き

聞
き

こえない人
ひ と

のための

防
ぼ う

災
さ い

ガイドブック

保
ほ

存
ぞ ん

版
ば ん

さいたま市
し

聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

協
きょう

会
かい
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ご挨
あい

拶
さつ

目
もく

次
じ

危
き
険
けん
の確
かく
認
にん
（ハザードマップ）…………………………………………………………………P3

地
じ
震
しん
が起

お
きた時

とき
の行
こう
動
どう
…………………………………………………………………………P4

情
じょう
報
ほう
を知

し
りましょう……………………………………………………………………………P4

避
ひ
難
なん
する時

とき
に持

も
っていくもの～情

じょう
報
ほう
を得

え
るための準

じゅん
備
び
もしましょう～…………………P5

災
さい
害
がい
が起

お
こった時

とき
、家
いえ
の中
なか
で生
せい
活
かつ
するために必

ひつ
要
よう
なもの…………………………………P6

備
び
蓄
ちく
のポイント…………………………………………………………………………………P7

雨
あめ
・風
かぜ
の強

つよ
さとその影

えい
響
きょう
（1）… ………………………………………………………………P8

雨
あめ
・風
かぜ
の強

つよ
さとその影

えい
響
きょう
（2）… ………………………………………………………………P9

台
たい
風
ふう
が接
せっ
近
きん
してきた時

とき
の対

たい
策
さく
…………………………………………………………………P10

気
き
象
しょう
情
じょう
報
ほう
のレベル………………………………………………………………………………P11

警
けい
戒
かい
レベル………………………………………………………………………………………P11

　今
こん
回
かい
、聞
き
こえない人

ひと
のための防

ぼう
災
さい
ガイドブックを作

さく
成
せい
し、Ｑ

キュー
Ｒ
アール
コードを付

つ
けました。

　スマートフォンでＱＲコードを読
よ
み取

と
ると、手

しゅ
話
わ
言
げん
語
ご
でガイドブックの内

ない
容
よう
を読

よ
む

ことができます。ぜひ、ご活
かつ
用
よう
ください。

　さいたま市
し
聴
ちょう
覚
かく
障
しょう
害
がい
者
しゃ
協
きょう
会
かい
会
かい
長
ちょう
…川
かわ
津
づ
雅
まさ
弘
ひろ
…です。

　平
へい
成
せい
23年

ねん
３月
がつ
11日

にち
東
ひがし
日
に
本
ほん
大
だい
震
しん
災
さい
が起

お
こりました。他

ほか
にも台

たい
風
ふう
や大
おお
雨
あめ
、大
おお
雪
ゆき
などの災

さい
害
がい
が多

おお
く起

お
こっ

ております。聞
き
こえない我

われ
々
われ
は、災

さい
害
がい
が起

お
きた際

さい
の情

じょう
報
ほう
提
てい
供
きょう
、情

じょう
報
ほう
格
かく
差
さ
に非

ひ
常
じょう
に苦

く
労
ろう
をしております。

当
とう
協
きょう
会
かい
もさいたま市

し
に対
たい
して災

さい
害
がい
時
じ
に関
かん
する要

よう
望
ぼう
を重
かさ
ねてきております。

　令
れい
和
わ
２年
ねん
９月
がつ
に、さいたま市

し
から防

ぼう
災
さい
ガイドブックが全

ぜん
戸
こ
配
はい
布
ふ
されました。ガイドブックには、災

さい

害
がい
時
じ
の人
じん
命
めい
の尊

とおと
さが書

か
かれております。しかしながら、聞

き
こえない人

ひと
たちが、防

ぼう
災
さい
ガイドブックを見

み

て、本
ほん
当
とう
の意

い
味
み
での理

り
解
かい
はできないだろうと思

おも
われました。それは、ルビもなく、難

なん
解
かい
な日

に
本
ほん
語
ご
が多

た

用
よう
されているからです。実

じっ
際
さい
に災
さい
害
がい
が起

お
きた場

ば
合
あい
、どう行

こう
動
どう
したらよいか分

わ
からない聞

き
こえない人

ひと
が

いらっしゃると思
おも
われます。

　そこで、当
とう
協
きょう
会
かい
、さいたま市

し
手
しゅ
話
わ
通
つう
訳
やく
問
もん
題
だい
研
けん
究
きゅう
会
かい
、さいたま市

し
手
しゅ
話
わ
サークル連

れん
絡
らく
協
きょう
議
ぎ
会
かい
で、協

きょう
議
ぎ
を

重
かさ
ね、令

れい
和
わ
２年

ねん
度
ど
ふれあい福

ふく
祉
し
基
き
金
きん
の助

じょ
成
せい
を得

え
て、手

しゅ
話
わ
動
どう
画
が
付
つ
きの「聴

ちょう
覚
かく
障
しょう
害
がい
者
しゃ
の

ためのわかりやすい防
ぼう
災
さい
ガイドブック」を作

さく
成
せい
しました。これは、やさしい日

に
本
ほん
語
ご

で書
か
かれており、イラストが多

おお
く、ＱＲコードを読

よ
み取

と
ると手

しゅ
話
わ
言
げん
語
ご
による説

せつ
明
めい
が

ついています。万
まん
が一

い
、災

さい
害
がい
が起

お
きた場

ば
合
あい
は、さいたま市

し
のガイドブックとこの聴

ちょう

覚
かく
障
しょう
害
がい
者
しゃ
のためのガイドブックをセットで活

かつ
用
よう
いただきますようお願

ねが
いいたします。 （会

かい
長
ちょう
挨
あい
拶
さつ
）

（Q
キュー
R
アール
説
せつ
明
めい
）
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危
き
険
けん
の確

かく
認
にん
（ハザードマップ）

さいたま市防災ガイドブックＰ５・６参照

　ハザードマップは、災
さい
害
がい
が起

お
きた時

とき
に、どのくらい被

ひ
害
がい
がでるか予

よ
測
そく
した内

ない
容
よう
を地

ち
図
ず
に表

あらわ
したものです。

　大
おお
雨
あめ
で、堤

てい
防
ぼう
が壊
こわ
れた場

ば
合
あい
などを想

そう
定
てい
して、どの地

ち
域
いき
まで水

みず
がくるのか、家

いえ
に水
みず
が入

はい
った時

とき
に、どのく

らいの高
たか
さになるのかなどを表

あらわ
したものです。この地

ち
図
ず
は、浸

しん
水
すい
する深

ふか
さが50センチ未

み
満
まん
から５メート

ル以
い
上
じょう
と想
そう
定
てい
される地

ち
域
いき
まで５つに分

わ
かれています。大

おお
雨
あめ
が降

ふ
る前
まえ
に、避

ひ
難
なん
場
ば
所
しょ
までの道

みち
を確
かく
認
にん
しておき

ましょう。

　市
し
民
みん
から報

ほう
告
こく
があった情

じょう
報
ほう
をもとに、作

さく
成
せい
された

地
ち
図
ず
です。

　内
ない
水
すい
とは、雨

あめ
の量

りょう
が多
おお
く、下

げ
水
すい
道
どう
に入
はい
りきらない

時
とき
や川

かわ
の水

みず
が増

ふ
えた時

とき
に、雨

あま
水
みず
を川

かわ
に出

だ
すことが…

出
で
来
き
ず、道

みち
などが浸

しん
水
すい
することです。

浸
しん
水
すい
（内
ない
水
すい
）防災マップ

洪
こう
水
ずい
ハザードマップ

　川
かわ
の水
みず
があふれる心

しん
配
ぱい
がある

場
ば
所
しょ
は、とても危

き
険
けん
です。

早
はや
目
め
に避

ひ
難
なん
場
ば
所
しょ
に逃

に
げましょう。

　避
ひ
難
なん
場
ば
所
しょ
に逃

に
げる時

とき
は、浸

しん
水
すい
している場

ば
所
しょ
を

避
さ
けて、安

あん
全
ぜん
に移

い
動
どう
しましょう。

（浸
しん
水
すい
マップ）

（洪
こう
水
ずい
マップ）
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地
じ
震
しん
が起

お
きた時

とき
の行

こう
動
どう

情
じょう
報
ほう
を知

し
りましょう

さいたま市防災ガイドブックＰ９・10参照

　大
おお
きな地

じ
震
しん
が起

お
きた時

とき
は、慌

あわ
ててしまいます。地

じ
震
しん
が起

お
きた時

とき
の行
こう
動
どう
を覚

おぼ
えておきましょう。

地
じ

震
しん

発
はっ

生
せい

！ １～２分
ふん

３分 ５～10分
10分～

数
すう

時
じ

間
かん

～ 3
みっか

日
ぐらい

◦机
つくえ
の下

した
などに入り身

み
を守

まも
り

ましょう。
◦ドアや窓

まど
を開

あ
けて、逃

に
げ道

みち

を作
つく
りましょう。

◦大
おお
きな揺

ゆ
れの後

あと
、

また、揺
ゆ
れること

があります。
　注

ちゅう
意
い

！

◦非
ひ
常
じょう
持
もち
出
だし
袋
ふくろ
を用

よう
意
い
し、

靴
くつ
を履

は
きましょう。

◦テレビなどで正
ただ
しい情

じょう
報
ほう
を

集
あつ
めましょう。

◦子
こ
どもを迎

むか
えに行

い
きましょ

う。
◦ガス栓

せん
をしめ、電

でん
気
き
のブ

レーカーを切
き
りましょう。

◦生
せい
活
かつ
に必

ひつ
要
よう
な物

もの
は自

じ
分
ぶん
の備

そな

えた物
もの
を使

つか
いましょう。

◦テレビなどで情
じょう
報
ほう
を集

あつ
めま

しょう。
◦揺

ゆ
れに注

ちゅう
意
い
して、助

たす
け合

あ
い

ましょう。

◦近
きん
所
じょ
の人と協

きょう
力
りょく
して消

しょう
火
か
や救

きゅう
出
しゅつ
活
かつ

動
どう
をしましょう。

◦壊
こわ
れた家

いえ
などは倒

たお
れる場

ば
合
あい
があり

ます。避
ひ
難
なん
場
ば
所
しょ
へ逃

に
げましょう。

テレビから 携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

・スマホ・パソコンから
さいたま市防災ガイドブックＰ37参照 さいたま市防災ガイドブックＰ37・38参照

dデータ

チャンネル３…テレ玉
たま

　　ｄボタン…データ放
ほう
送
そう

① Yahoo! 防
ぼう
災
さい
速
そく
報
ほう

防
ぼう
災
さい
行
ぎょう
政
せい
無
む
線
せん
メール

②さいたま市
し

　ホームページ今すぐアプリを
ダウンロード！

防
ぼう
災
さい
行
ぎょう
政
せい
無
む
線
せん
で放

ほう
送
そう
した内

ない
容
よう
をメールで受

う
け取

と
ること

ができます。

前
まえ

もって登
とう

録
ろく

しよう

市
し

役
やく

所
しょ

防
ぼう

災
さい

課
か

か
家
いえ

の近
ちか

くの区
く

役
やく

所
しょ

総
そう

務
む

課
か

で
登
とう

録
ろく

防
ぼう

災
さい

行
ぎょう

政
せい

無
む

線
せん

をメールで受
うけ

取
と

る 避
ひ

難
なん

勧
かん

告
こく

などをファックスで受
うけ

取
と

る
さいたま市防災ガイドブックＰ39参照 さいたま市防災ガイドブックＰ39参照

前
まえ

もって登
とう

録
ろく

しよう

（行
こう
動
どう
①）

手
しゅ
話
わ
動
どう
画
が
掲
けい
載
さい

（行
こう
動
どう
②）

（情
じょう
報
ほう
を知

し
る）
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さいたま市防災ガイドブックＰ15・16参照

□…笛
ふえ

□…手
しゅ
話
わ
バンダナ

　（聞
き
こえません・手

しゅ
話
わ
ができます）

□…メモ紙
かみ
・筆
ひっ
記
き
用
よう
具
ぐ

□…コミュケーション支
し
援
えん
ボード

□…現
げん
金
きん

□…懐
かい
中
ちゅう
電
でん
灯
とう
・ヘッドライト

□…スマホ用
よう
バッテリー

□…ヘルメット

□…軍
ぐん
手
て

□…携
けい
帯
たい
用
よう
トイレ

□…タオル

□…マスク

□…補
ほ
聴
ちょう
器
き
＋電
でん
池
ち

□…障
しょう
害
がい
者
しゃ
手
て
帳
ちょう

□…銀
ぎん
行
こう
印
いん
・預

よ
金
きん
通
つう
帳
ちょう

□…免
めん
許
きょ
証
しょう

□…保
ほ
険
けん
証
しょう

□…心
しん
身
しん
障
しょう
害
がい
者
しゃ
医
い
療
りょう
費
ひ
受
じゅ
給
きゅう
資
し
格
かく
証
しょう

□…お薬
くすり
手
て
帳
ちょう

□…いつも飲
の
んでいる薬

くすり

□…入
い
れ歯

ば
洗
せん
浄
じょう
剤
ざい

□…入
い
れ歯

ば

□…老
ろう
眼
がん
鏡
きょう

□…つえ

□…ティッシュ

□…ウエットティッシュ

□…歯
は
磨
みが
き粉

こ
・歯

は
ブラシ

□…ミニ裁
さい
縫
ほう
（ポーチ）

□…ビニール袋
ぶくろ

□…カイロ

□…飲
いん
料
りょう
水
すい

□…水
すい
筒
とう

□…非
ひ
常
じょう
食
しょく
（乾

かん
パン・缶

かん
詰
づめ
）

□…着
き
替
が
え（気

き
温
おん
に応
おう
じた洋

よう
服
ふく
）

□…雨
あま
がっぱ

□…帽
ぼう
子
し
（熱
ねっ
中
ちゅう
症
しょう
、防
ぼう
寒
かん
対
たい
策
さく
）

携
けい
帯
たい
用
よう
トイレ→

手
しゅ
話
わ
バンダナの

使
つか
い方
かた
　　　　⇒

避
ひ
難
なん
する時

とき
に持

も
っていくもの（非

ひ
常
じょう
持
も
ち出

だ
し品
ひん
）

～情
じょう
報
ほう
を得

え
るための準

じゅん
備
び
もしましょう～

――― □チェックして確
かく

認
にん

しましょう ―――

事
じ

前
ぜん

に準
じゅん

備
び

できるもの

避
ひ

難
なん

する時
とき

に、持
も

ち出
だ

すもの
高
こう

齢
れい

者
しゃ

に役
やく

立
だ

つもの

避
ひ
難
なん
する時

とき
は

運
うん
動
どう
靴
ぐつ
で！

（非
ひ
常
じょう
持
もち
出
だし
袋
ぶくろ
）

必
ひつ
要
よう
な物
もの
を、リュックに入

い
れて、非

ひ
常
じょう
持
もち
出
だし
袋
ぶくろ
として準

じゅん
備
び
を

しましょう。リュックがあれば、両
りょう
手
て
が自

じ
由
ゆう
に使
つか
えます。

命
いのち
を守
まも
るために必

ひつ
要
よう
なことを考

かんが
えましょう。
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さいたま市防災ガイドブックＰ15参照

災
さい
害
がい
が発
はっ
生
せい
すると、電

でん
気
き
・ガス・水

すい
道
どう
が止

と
まることがあります。

電
でん
気
き
・ガス・水

すい
道
どう
が使

つか
えなくても、生

せい
活
かつ
できるように準

じゅん
備
び
が必
ひつ
要
よう
です。

食
た
べ物
もの
や飲

の
み物
もの
を７日

にち
分
ぶん
、備

び
蓄
ちく
（準

じゅん
備
び
）しておきましょう。

災
さい
害
がい
が起

お
こった時

とき
、家
いえ
の中
なか
で生
せい
活
かつ
するために必

ひつ
要
よう
なもの

――― □チェックして確
かく

認
にん

しましょう ―――

□…飲
いん
料
りょう
水
すい

□…米
こめ

□…缶
かん
詰
づめ

□…レトルト食
しょく
品
ひん

□…毛
もう
布
ふ

□…タオルケット

□…鍋
なべ

□…やかん

□…わりばし

□…紙
かみ
皿
さら
・紙
かみ
コップ

□…カセットコンロ

□…予
よ
備
び
のガスボンベ

□…スープ

□…調
ちょう
味
み
料
りょう

□…麺
めん
類
るい

□…菓
か
子
し
類
るい

□…ラップ

□…アルミホイル

□…簡
かん
易
い
トイレ

□…バケツ

□…新
しん
聞
ぶん
紙
し

□…布
ぬの
ガムテープ

食
しょく

料
りょう

品
ひん

生
せい

活
かつ

用
よう

品
ひん

燃
ねん

　料
りょう

（生
せい
活
かつ
に必
ひつ
要
よう
なもの）
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さいたま市防災ガイドブックＰ19参照

備
び
蓄
ちく
のポイント

大
だい
災
さい
害
がい
が発
はっ
生
せい
…

工
こう
場
じょう
が壊
こわ
れる。

物
もの
が作
つく
れない。

道
どう
路
ろ
が壊

こわ
れる。

物
もの
を運
はこ
べない。

お店
みせ
の商

しょう
品
ひん
が

売
う
り切

き
れに。

食
た
べ物
もの
・飲
の
み物

もの
が買

か
えない。

●缶
かん
詰
づめ
やレトルト食

しょく
品
ひん

　⇒７日
にち
分
ぶん

●簡
かん
易
い
トイレは、

　一
ひとり
人１日

にち
５回
かい
分
ぶん

　⇒７日
にち
分
ぶん
…35個

こ

●あると便
べん
利
り
な物
もの

　・栄
えい
養
よう
補
ほ
助
じょ
食
しょく
品
ひん

　・調
ちょう
味
み
料
りょう

　・ウエットティッシュ

●水
みず
は一

ひと り
人１日

にち
３ℓ

　⇒７日
にち
分
ぶん
…21ℓ

　ポリタンクも用
よう
意
い
しましょう。

だから…備
び

蓄
ちく

(準
じゅん

備
び

)しましょう！

備
び
蓄
ちく
( 準
じゅん
備
び
) の方

ほう
法
ほう

備
び
蓄
ちく
の用
よう
意
い

先
さき
に買

か
った物

もの

から食
た
べる

食
た
べた分

ぶん
、

買
か
い足

た
す

（備
び
蓄
ちく
のポイント）
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雨
あめ
・風

かぜ
の強

つよ
さとその影

えい
響
きょう
（1）
さいたま市防災ガイドブックＰ32参照

　天
てん
気
き
予
よ
報
ほう
でよく使

つか
う「非

ひ
常
じょう
に強

つよ
い風
かぜ
」「猛

もう
烈
れつ
な風
かぜ
」とは？

（平
へい
成
せい
12年

ねん
8月
がつ
作
さく
成
せい
）（平

へい
成
せい
14年

ねん
1月
がつ
一
いち
部
ぶ
改
かい
正
せい
）

（平
へい
成
せい
19年

ねん
4月
がつ
一
いち
部
ぶ
改
かい
正
せい
）（平

へい
成
せい
25年

ねん
3月
がつ
一
いち
部
ぶ
改
かい
正
せい
）

（平
へい
成
せい
29年

ねん
9月
がつ
一
いち
部
ぶ
改
かい
正
せい
）風

かぜ
の強
つよ
さと吹

ふ
き方
かた

平
へい

均
きん

風
ふう

速
そく

(mis)
おおよその時

じ
速
そく

風
かぜ

の強
つよ

さ 速
はや

さの目
め

安
やす

人
ひと

への影
えい

響
きょう

屋
おく

外
がい

・樹
じゅ

木
もく

の様
よう

子
す

走
そう

行
こう

中
ちゅう

の車
くるま

建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

おおよその
瞬
しゅん

間
かん

風
ふう

速
そく

（m/s)

10 〜 15
やや

強
つよ

い風
かぜ

一
いっ
般
ぱん
道
どう
路
ろ
の

自
じ
動
どう
車
しゃ

風
かぜ
に向

む
かって歩

ある
きにく

くなる。傘
かさ
がさせない。

樹
じゅ
木
もく
全
ぜん
体
たい
が揺

ゆ
れ始

はじ
め

る。電
でん
線
せん
が揺

ゆ
れ始

はじ
める。

道
どう
路
ろ
の吹

ふき
流
なが
しの角

かく
度
ど
が

水
すい
平
へい
になり、高

こう
速
そく
運
うん
転
てん

中
ちゅう
では横

よこ
風
かぜ
に流

なが
される

感
かん
覚
かく
を受

う
ける。

樋
とい
が揺

ゆ
れ始

はじ
める。

15 〜 20 強
つよ

い風
かぜ

風
かぜ
に向

む
かって歩

ある
けなく

なり、転
てん
倒
とう
する人

ひと
も出

で

る。高
こう
所
しょ
での作

さ
業
ぎょう
はき

わめて危
き
険
けん
。

電
でん
線
せん
が鳴

な
り始
はじ
める。

看
かん
板
ばん
やトタン板

いた
が外

はず
れ

始
はじ
める。

高
こう
速
そく
運
うん
転
てん
中
ちゅう
では、横

よこ
風
かぜ

に流
なが
される感

かん
覚
かく
が大

おお
き

い。

屋
や
根
ね
瓦
がわら
・屋

や
根
ね
葺
ふき
材
ざい
がは

がれるものがある。雨
あま

戸
ど
やシャッターが揺れ

る。

高
こう
速
そく
道
どう
路
ろ
の

自
じ
動
どう
車
しゃ20 〜 25

非
ひ

常
じょう

に
強
つよ

い風
かぜ

何
なに
かにつかまってい

ないと立
た
っていられな

い。飛
ひ
来
らい
物
ぶつ
によって負

ふ

傷
しょう
するおそれがある。
　

細
ほそ
い木

き
の幹

みき
が折

お
れた

り、根
ね
の張

は
っていない

木
き
が倒

たお
れ始

はじ
める。看

かん
板
ばん

が落
らっ
下
か
・飛

ひ
散
さん
する。道

どう

路
ろ
標
ひょう
識
しき
が傾

かたむ
く。

通
つう
常
じょう
の速
そく
度
ど
で運

うん
転
てん
する

のが困
こん
難
なん
になる。

屋
や
根
ね
瓦
がわら
・屋
や
根
ね
葺
ぶき
材
ざい
が飛
ひ
散
さん
するものが

ある。固
こ
定
てい
されていないプレハブ小

こ
屋
や

が移
い
動
どう
、転
てん
倒
とう
する。ビニールハウスの

フィルム（被
ひ
覆
ふく
材
ざい
）が広

こう
範
はん
囲
い
に破
やぶ
れる。

25 〜 30

特
とっ
急
きゅう
電
でん
車
しゃ

屋
おく
外
がい
での行

こう
動
どう
は極

きわ
めて

危
き
険
けん
。

走
そう
行
こう
中
ちゅう
のトラックが横

おう

転
てん
する。

固
こ
定
てい
の不

ふ
十
じゅう
分
ぶん
な金
きん
属
ぞく
屋
や

根
ね
の葺

ふき
材
ざい
がめくれる。

養
よう
生
じょう
の不

ふ
十
じゅう
分
ぶん
な仮

か
設
せつ

足
あし
場
ば
が崩

ほう
落
らく
する。

30 〜 35

猛
もう

烈
れつ

な風
かぜ

35 〜 40 多
おお
くの樹

じゅ
木
もく
が倒

たお
れる。

電
でん
柱
ちゅう
や街

がい
灯
とう
で倒

たお
れるも

のがある。ブロック壁
べい

で倒
とう
壊
かい
するものがある。

外
がい
装
そう
材
ざい
が広

こう
範
はん
囲
い
にわ

たって飛
ひ
散
さん
し、下

した
地
じ
材
ざい

が露
ろ
出
しゅつ
するものがあ

る。

40 〜

住
じゅう
家
か
で倒

とう
壊
かい
するものが

ある。鉄
てっ
骨
こつ
構
こう
造
ぞう
物
ぶつ
で変

へん

形
けい
するものがある。

20

30

40

50

60

気
き
象
しょう
庁
ちょう
HP より

〜約50km/h

〜約70km/h

〜約90km/h

〜約110km/h

〜約125km/h

〜約140km/h

約140km/h

（風
かぜ
の強
つよ
さ）
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雨
あめ
・風

かぜ
の強

つよ
さとその影

えい
響
きょう
（2）
さいたま市防災ガイドブックＰ32参照

　天
てん
気
き
予
よ
報
ほう
でよく使

つか
う「非

ひ
常
じょう
に激
はげ
しい雨

あめ
」「猛

もう
烈
れつ
な雨

あめ
」とは？

雨
あめ
の強
つよ
さと降

ふ
り方
かた

1 時
じ

間
かん

雨
う

置
りょう

(mm)
雨
あめ

の強
つよ

さ
（予

よ
報
ほう

用
よう

語
ご

）
人
ひと

の受
う

ける
イメージ

人
ひと

への影
えい

響
きょう 屋

おく
内
ない

（木
もく

造
ぞう

住
じゅう

宅
たく

を想
そう

定
てい

）
屋
おく

外
がい

の様
よう

子
す

車
くるま

に乗
の

っていて

10 〜 15
やや

強
つよ

い雨
あめ ザーザーと降

ふ
る。

地
じ
面
めん
からの跳

は
ね返

かえ
りで足

あし

元
もと
がぬれる。

雨
あめ
の音
おと
で話

はな
し声
ごえ
が良

よ
く聞

き

き取
と
れない。

地
じ
面
めん
一
いち
面
めん
に水
みず
たまりがで

きる。

20 〜 30 強
つよ

い雨
あめ

どしゃ降
ぶ
り。

傘
かさ
をさしていてもぬれ

る。

寝
ね
ている人

ひと
の半

はん
数
すう
くらい

が雨
あめ
に気

き
がつく。

ワイパーを速
はや
くしても見

み

づらい。

30 〜 50 激
はげ

しい雨
あめ バケツをひっく

り返
かえ
したように

降
ふ
る。

道
どう
路
ろ
が川

かわ
のようになる。

高
こう
速
そく
走
そう
行
こう
時
じ
、車
しゃ
輪
りん
と路

ろ
面
めん

の間
あいだ
に水
すい
膜
まく
が生

しょう
じブレー

キが効
き
かなくなる。

（ハイドロプレーニング
現
げん
象
しょう
）

50 〜 80
非
ひ

常
じょう

に
激
はげ

しい雨
あめ

滝
たき
のように降

ふ
る。

（ゴーゴーと降
ふ
り

続
つづ
く）

傘
かさ
は全

まった
く役
やく
に立

た
たなくな

る。

水
みず
しぶきであたり一

いち
面
めん
が

白
しろ
っぽくなり、視

し
界
かい
が悪

わる

くなる。
車
くるま
の運
うん
転
てん
は危

き
険
けん
。

80 〜 猛
もう

烈
れつ

な雨
あめ 息

いき
苦
ぐる
しくなるよ

うな圧
あっ
迫
ぱく
感
かん
を感

かん

じる。

気
き
象
しょう
庁
ちょう
HP より

（平
へい
成
せい
12年

ねん
8月
がつ
作
さく
成
せい
）（平

へい
成
せい
14年

ねん
1月
がつ
一
いち
部
ぶ
改
かい
正
せい
）

（平
へい
成
せい
29年

ねん
3月
がつ
一
いち
部
ぶ
改
かい
正
せい
）（平

へい
成
せい
29年

ねん
9月
がつ
一
いち
部
ぶ
改
かい
正
せい
）

（雨
あめ
の強
つよ
さ）
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台
たい
風
ふう
が接

せっ
近
きん
してきた時

とき
の対

たい
策
さく

さいたま市防災ガイドブックＰ31参照

・テレビやインターネットで天
てん
気
き
予
よ
報
ほう
を見

み
て情

じょう
報
ほう
を集

あつ
めま

しょう
・非

ひ
常
じょう
持
も
ち出

だ
し品
ひん
を確
かく
認
にん
しましょう　P５

・懐
かい
中
ちゅう
電
でん
灯
とう
は電
でん
気
き
がつきますか？

・飲
の
み水
みず
はありますか？　（例

れい
　ペットボトル）

・避
ひ
難
なん
所
じょ
に行

い
く準

じゅん
備
び
をしましょう

大
おお

きい台
たい

風
ふう

が埼
さい

玉
たま

県
けん

に近
ちか

づいていると

天
てん

気
き

予
よ

報
ほう

が言
い

っています。

・テレビや天
てん
気
き
予
よ
報
ほう
で台
たい
風
ふう
が接
せっ
近
きん
する時

じ
間
かん
など情

じょう
報
ほう
を集
あつ
めま

しょう
・スマホやパソコンの充

じゅう
電
でん
をしましょう

・非
ひ
常
じょう
持
も
ち出

だ
し品

ひん
や懐
かい
中
ちゅう
電
でん
灯
とう
を部

へ
屋
や
の中

なか
に置

お
きましょう

・飲
の
み水
みず
を用
よう
意
い
しましょう　（例

れい
　ペットボトル、やかん）

・お風
ふ
呂
ろ
の浴
よく
槽
そう
に水
みず
を貯

た
めておきましょう

・食
た
べ物
もの
、テレビ・FAXなどは、高

たか
い棚
たな
の上
うえ
や家
いえ
の２階

かい
に運
はこ
びましょう

・避
ひ
難
なん
所
じょ
の開
かい
設
せつ
状
じょう
況
きょう
を確

かく
認
にん
しましょう

・危
き
険
けん
な場

ば
所
しょ
に住

す
んでいて、「避

ひ
難
なん
勧
かん
告
こく
」「避

ひ
難
なん
指
し
示
じ
」が出ている場合は避

ひ
難
なん
所
じょ
に行

い
きましょう

・外
そと
にいる人

ひと
は、早

はや
く家

いえ
に帰
かえ
りましょう

埼
さい

玉
たま

県
けん

に台
たい

風
ふう

が接
せっ

近
きん

すると天
てん

気
き

予
よ

報
ほう

が

言
い

っています。

台
たい　ふう

風が、埼
さい　たま　けん

玉県を通
つう　か　ちゅう

過中です。

雨
あめ

も風
かぜ

もとても強
つよ

いです。

（台
たい
風
ふう
接
せっ
近
きん
①）

（台
たい
風
ふう
接
せっ
近
きん
②）

（台
たい
風
ふう
接
せっ
近
きん
③）
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気
き
象
しょう
情
じょう
報
ほう
のレベル

警
けい
戒
かい
レベル　　　

さいたま市防災ガイドブックＰ33参照

　テレビを見
み
て今

いま
の状

じょう
況
きょう
を確
かく
認
にん
しましょう。

警
けい

　報
ほう

災
さい
害
がい
のおそれがある場

ば
合
あい

重
じゅう
大
だい
な災
さい
害
がい
のおそれがある場

ば
合
あい

大
おお
雨
あめ

雷
かみなり

強
きょう
風
ふう

大
おお
雪
ゆき
5cm以

い
上
じょう

など

大
おお
雨
あめ

大
おお
雨
あめ

大
おお
雪
ゆき
10cm以

い
上
じょう

大
おお
雪
ゆき

暴
ぼう
風
ふう

暴
ぼう
風
ふう

など など

注
ちゅう

意
い

報
ほう

危
き

険
けん

度
ど 高低

数
すう
十
じゅう
年
ねん
に一
いち
度
ど
の大
だい
災
さい
害
がい
が起
お
こると予

よ
想
そう
される場

ば
合
あい

特
とく

別
べつ

警
けい

報
ほう

レベルは５つあります どのレベルで避
ひ
難
なん
する（逃

に
げる）か、確

かくに
認
ん
しましょう。

避
ひ
難
なん
するときは車

くるま
は危

き
険
けん
！

原
げん
則
そく
、歩
ある
いて避

ひ
難
なん
しましょう。

警
けい
戒
かい
レベル どんな情

じょう
報
ほう
？ 何

なに
をするの？

5 災
さい
害
がい
発
はっ
生
せい
情
じょう
報
ほう

命
いのち
を守
まも
る行
こう
動
どう
を

4 避
ひ
難
なん
指
し
示
じ
（緊
きん
急
きゅう
）

避
ひ
難
なん
勧
かん
告
こく 安

あん
全
ぜん
な場

ば
所
しょ
へ全
ぜん
員
いん
避
ひ
難
なん

3 避
ひ
難
なん
準
じゅん
備
び

高
こう
齢
れい
者
しゃ
等
とう
避
ひ
難
なん
開
かい
始
し 高

こう
齢
れい
者
しゃ
・障

しょう
害
がい
者
しゃ
は避

ひ
難
なん
しよう

2 洪
こう
水
ずい
注
ちゅう
意
い
報
ほう

大
おお
雨
あめ
注
ちゅう
意
い
報
ほう

避
ひ
難
なん
する準

じゅん
備
び

ハザードマップを見
み
よう

1 早
そう
期
き
注
ちゅう
意
い
情
じょう
報
ほう 災

さい
害
がい
が起

お
こるかも

注
ちゅう
意
い
！

など

（気
き
象
しょう
情
じょう
報
ほう
のレベル）

（警
けい
戒
かい
レベル）



緊
きん

急
きゅう

通
つう

報
ほう 消

しょう
防
ぼう

署
しょ

☎︎
FAX 119

警
けい

察
さつ

署
しょ

☎︎
FAX 110

①まず落
お
ち着

つ
いて

　「火
か
災
さい
か」「救

きゅう
急
きゅう
か」「救

きゅう
助
じょ
か」などを伝

つた
える

②住
じゅう
所
しょ
を正

せい
確
かく
に番

ばん
地
ち
まで伝

つた
える

③何
なに
が（誰

だれ
が）どうしたか伝

つた
える

④通
つう
報
ほう
者
しゃ
（自

じ
分
ぶん
）の氏

し
名
めい
を伝

つた
える

防
ぼう
災
さい
関
かん
連
れん
機
き
関
かん
一
いち
覧
らん

市
し
・区

く
役
やく
所
しょ

河
か
　川
せん

土
ど
木
ぼく
・建
けん
設
せつ

ライフライン

◎市
し

役
やく

所
しょ
� 浦

うら
和
わ
区
く
常
とき
盤
わ
6-4-4

　☎ 829-1111
　Ｆ 829-1978（防

ぼう
災
さい
課
か
）

◎緑
みどり

区
く

役
やく

所
しょ
� 緑

みどり
区
く
中
なか
尾
お
975-1

　☎ 874-1111
　Ｆ 712-1270（区

く
総
そう
務
む
課
か
）

◎西
にし

区
く

役
やく

所
しょ
� 西

にし
区
く
西
にし
大
おお
宮
みや
3-4-2

　☎ 622-1111
　Ｆ 620-2760（区

く
総
そう
務
む
課
か
）

◎岩
いわ

槻
つき

区
く

役
やく

所
しょ
� 岩

いわ
槻
つき
区
く
本
ほん
町
ちょう
3-2-5

　☎ 790-0111
　Ｆ 790-0260（区

く
総
そう
務
む
課
か
）

◎北
きた

区
く

役
やく

所
しょ
� 北

き
区
たく
宮
みや
原
はら
町
まち
1-852-1

　☎ 653-1111
　Ｆ 669-6160（区

く
総
そう
務
む
課
か
）

◎水
すい

道
どう

局
きょく
� 浦

うら
和
わ
区
く
常
とき
盤
わ
6-14-16

　☎ 832-1111
　Ｆ 832-5929（水道総務課）

◎大
おお

宮
みや

区
く

役
やく

所
しょ
� 大
おお
宮
みや
区
く
吉
き
敷
しき
町
ちょう
1-124-1

　☎ 657-0111
　Ｆ 646-3160（区

く
総
そう
務
む
課
か
）

◎消
しょう

防
ぼう

局
きょく
� 浦

うら
和
わ
区
く
常
とき
盤
わ
6-1-28

　☎ 833-1231
　Ｆ 833-1237（指令課）

◎見
み

沼
ぬま

区
く

役
やく

所
しょ
� 見

み
沼
ぬま
区
く
堀
ほり
崎
さき
町
ちょう
12-36

　☎ 687-1111
　Ｆ 681-6160（区

く
総
そう
務
む
課
か
）

◎中
ちゅう

央
おう

区
く

役
やく

所
しょ
� 中

ちゅう
央
おう
区
く
下
しも
落
おち
合
あい
5-7-10

　☎ 856-1111
　Ｆ 840-6160（区

く
総
そう
務
む
課
か
）

◎荒
あら

川
かわ

上
じょう

流
りゅう

河
か

川
せん

事
じ

務
む

所
しょ

� 川越市新宿町3-12
　☎ 049-246-6371
　Ｆ 049-246-7282

◎北
ほく

部
ぶ

建
けん

設
せつ

事
じ

務
む

所
しょ

� 大
おお
宮
みや
区
く
吉
き
敷
しき
町
ちょう
1-124-1

　☎ 657-1151
　Ｆ 646-3265　

◎江
え

戸
ど

川
かわ

河
か

川
せん

事
じ

務
む

所
しょ

� 千
ち
葉
ば
県
けん
野
の
田
だ
市
し
宮
みや
崎
ざき
134

　☎ 04-7125-7311
　Ｆ 04-7123-7347

◎埼
さい

玉
たま

県
けん

さいたま県
けん

土
ど

整
せい

備
び

事
じ

務
む

所
しょ

� 南
みなみ
区
く
沼
ぬま
影
かげ
2-4-7

　☎ 861-2495
　Ｆ 866-9713

◎東
とう

京
きょう

ガス㈱
かぶ

 埼
さい

玉
たま

支
し

社
しゃ

� 南
みなみ
区
く
別
べっ
所
しょ
7-1-1

　☎ 0570-002211

◎利
と

根
ね

川
がわ

上
じょう

流
りゅう

河
か

川
せん

事
じ

務
む

所
しょ

� 久
く
喜
き
市
し
栗
くり
橋
はし
北
きた
2-19-1

　☎ 0480-52-3952
　Ｆ 0480-52-3964

◎南
なん

部
ぶ

建
けん

設
せつ

事
じ

務
む

所
しょ

� 中
ちゅう
央
おう
区
く
下
しも
落
おち
合
あい
5-7-10

　☎ 859-1151
　Ｆ 840-6265

◎東
とう

京
きょう

電
でん

力
りょく

パワーグリッド㈱
かぶ

 埼
さい

玉
たま

総
そう

支
し

社
しゃ

� 中
ちゅう
央
おう
区
く
本
ほん
町
まち
西
にし
4-17-10

　70120-995-442

◎桜
さくら

区
く

役
やく

所
しょ
� 桜

さくら
区
く
道
どう
場
じょう
4-3-1

　☎ 858-1111
　Ｆ 856-6270（区

く
総
そう
務
む
課
か
）

◎NTT� 　☎113

◎大
おお

宮
みや

国
こく

道
どう

事
じ

務
む

所
しょ
�北
きた
区
く
吉
よし
野
の
町
ちょう
1-435

　☎ 669-1200
　Ｆ 669-1221

◎浦
うら

和
わ

区
く

役
やく

所
しょ
� 浦

うら
和
わ
区
く
常
とき
盤
わ
6-4-4

　☎ 825-1111
　Ｆ 829-6233（区

く
総
そう
務
む
課
か
）

◎南
みなみ

区
く

役
やく

所
しょ
� 南

みなみ
区
く
別
べっ
所
しょ
7-20-1

　☎ 838-1111
　Ｆ 844-7270（区

く
総
そう
務
む
課
か
）

◎東
とう

彩
さい

ガス㈱
かぶ
� 春

かす
日
か
部
べ
市
し
大
おお
場
ば
202

　70120-1031-24

協
きょう

力
りょく

発
はっ

行
こう

さいたま市
し
手
しゅ
話
わ
通
つう
訳
やく
問
もん
題
だい
研
けん
究
きゅう
会
かい

さいたま市
し
手
しゅ
話
わ
サークル連

れん
絡
らく
協
きょう
議
ぎ
会
かい

さいたま市
し
聴
ちょう
覚
かく
障
しょう
害
がい
者
しゃ
協
きょう
会
かい

このガイドブックは1,000部
ぶ
作
さく
成
せい
し、１部

ぶ
あたりの作

さく
成
せい
費
ひ
は155円

えん
です。


